
Ｇボウラーズの「Ｇ」は芸能人
のこと。そう聞くと、単にボウ
リング好きの芸能人が集う仲よ
し同好会のように思われる方も
多いだろうが、実はスポーツボ
ウリング志向の芸能人を応援支
援するための、いたってまじめ
なサークルなのだ。

M’s Familyを母体に発足
Ｇボウラーズは、8年前の東
日本大震災で甚大な被害を受
けたマギー審司氏の生まれ故
郷・気仙沼の復興支援を目的と
したチャリティーボウリング大
会を主宰する「M’s Family」の
メンバーが中心となって2017
年4月1日に発足した。
代表を務めるのは、マギー氏

が所属する芸能プロダクション
「マセキ芸能社」の内海賢治氏。
マギー氏をはじめ、いとうあさ
こ、ナイツ、狩野英孝らの人気
芸人を発掘育成したプロデュー
スマネージャーで、自身ボウリ
ング歴10年、ハイスコア278
というダブルハンドのボウラー
でもある。
「10年ほど前にマギーの担当
マネージャーに戻ったとき、彼
はすでにボウリングにハマって
いて、仕事の合間でも投げに行
きたくて仕方がない。それで自
分を仲間に引き込もうとしたわ
けです（笑）」
当初は「自分はいいよ」と固辞

していたが、ある日ボウリング
場に同行すると、プロショップ
に連れて行かれてマイボールを
プレゼントされたという。
「投げてみたらボールが曲が
るのが面白くて、それから田町
ハイレーンでこっそり自主練す
るように（笑）。田町にはけっこ
うプロの方がいて、当時、長谷
川真実プロ（37期）を教えてい
た杉本勝子プロ（4期）が自分に
もアドバイスしてくださったり

して、気が付いたらマギー以上
にハマっていました（苦笑）」
その後、マギー氏の提案で仕
事がオフの週末にボウリング大
会を主宰してやろうということ
になり、「今でいうチャレンジ
マッチのようなイベント」を全
国各地のボウリング場で開催。
その経験と実績が、震災後は前
出のチャリティーボウリング大
会に生かされることになる。
「最初は東北全体の復興支援
のために、都内で街頭募金に立
ちました。20日間で1000万
円くらい集まったのですが、募
金活動はお願いする側も寄付し
てくださる方もだんだん辛く
なって長くは続かない。だった
ら、われわれは好きなボウリン
グでチャリティー大会をやろ
う、と」
寄付先をマギー氏の地元に
特化し、集まった金額と使途は
ブログ等のＳＮＳで公表して可
視化。使途は「気仙沼の知人や
マギーの同級生たちに要望を聞
いた上で、その都度決めてい
る」という。

目指せ！第二、第三のマギー
チャリティーボウリング大会

はすでに100回以上開催され、
毎回多くの芸能人や業界関係者
の参加を得て現在も継続中だ
が、あるとき内海代表はちょっ
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とした“異変”に気付いたとい
う。
「参加してくれた若いタレン
トさんたちがマイボールを持つ
ようになったんです。マギーは
今も年に10本ぐらいボウリン
グ番組に出演していて、『ボウ
リングといえばマギー』という
くらい、番組関係者に名前が浸
透していますが、彼らも『特技
はボウリング』と言えるぐらい
腕を上げれば、それがいずれ本
業にもつながっていくのでは？
と思います」
彼らに第二、第三のマギー審

司を目指してもらうべく練習の
機会をつくる。それがＧボウ
ラーズを立ち上げる一つの契機
となった。
「自分は教えるのも好きです
し、一人で投げるより仲間がい
たほうが楽しいですしね（笑）」
Ｇボウラーズには現在、応援
プロやタレントのマネー
ジャー、テレビ局・制作会社な
どの人間を含めて88名が参加。
役者やアーティストに芸人など
ジャンルは問わず、アベレージ
でＳ（180以上）、Ａ（140～
160）、Ｂ（140未満）の3クラ
スに分けられている。
練習会は毎週2～3回ペース

で基本的にはクラス別に、一定
人数の参加が見込まれる日に協
賛センターの中野サンプラザボ
ウルまたは東京ポートボウルで
開催。1回の練習時間は約3時
間で、Ｓクラスのメンバーは各
自思い思いのペースでみっちり
投げ込み、Aクラス以下のメン
バーには練習会に参加したプロ
や内海氏が必要に応じて適宜ア
ドバイスを送っている。
また、メンバーの新規加入が

あったタイミングでメディアに
配布する会報も随時発行。これ
もまた内海代表の手によるもの
で、メンバー紹介の欄には個々

▲写真は2月（左）と5月のＳクラス練習会参加メンバー

に「クールスナイパー（ガダル
カナル・タカ）」「ファンキーボ
ウラー（Bro．KORN）」などと
キャッチフレーズが躍ってい
るのも芸能プロのマネー
ジャーならではだ。
「タレントや芸人は星の数ほ
どいますから、世間の人に名
前を覚えてもらうには、キャッ
チフレーズでキャラクターを
印象づけたほうがいい。応援
プロの方も、Ｐ★リーガーは番
組で使われているキャッチフ
レーズのままですが、あとの
方は頼まれて自分が考えてい

ます（笑）」
内海代表はまた、芸能人の

発信力がボウリング業界にもた
らすプラス効果にも期待を寄せ
ている。
「Ｇボウラーズのメンバーが
ＳＮＳなどを通じてボウリング
の楽しさを伝えていくことで、
微力ながら業界に貢献するとい
うのも目的の一つです。いろい
ろ協力できることはあると思い
ますので、関係者の方は遠慮な
くお声がけください」

▲内海賢治代表

「芸能人の発信力でボウリングの楽しさを伝
えていく。

微力ながら業界に貢献していくことも目的の
一つです」

ＦＯＣＵＳ ＵＰ Ｇボウラーズ・内海賢治代表に聞く

▲練習会スタート前のミーティング風景。この日参加した吉田樹弐亜プロは事
　務局のサポートもしている（5月22日、東京ポートボウル）

Ｇボウラーズ問い合せ先
utsumi.maseki@gmail.com

★主なＧボウラーズメンバー★
＜Ｓクラス＞　※アベ180以上
村田雄浩（俳優）
ガダルカナル・タカ（タレント）
マギー審司（マジシャン）
Ｂｒｏ．ＫＯＲＮ（アーティスト）
黒田アーサー（タレント）
ダンディ坂野（芸人）
＜Aクラス＞　※アベ140～160
マックン（漫才／パックンマックン）
山上暁之進（マジシャン／山上兄弟）
宮戸洋行（芸人／ＧＡＧ少年楽団）
ふるやいなや（コント／スーパーニュウニュウ）

＜応援プロ＞
矢島純一（1期）※スーパーバイザー
矢野金太（30期）／吉田樹弐亜（46期）
井口直之（41期）／石野宏（38期）
井上純平（42期）／越後裕哉（48期）
半井清（10期）／戸辺誠（55期）
岩見彩乃（48期）／中島美穂（ＰＢＡ）
小泉奈津美（46期）／坂本詩緒里（48期）
酒井美佳（25期）／古田翔子（46期）
＜協賛センター＞
中野サンプラザボウル／東京ポートボウル

※参加メンバー88名（2019年5月30日現在）
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